
2019年度入学試験問題

算　　　数
（50分）

第３回　２月４日実施

吉祥女子中学校

［注意］解答はすべて解答用紙に記入しなさい。
　　　　問題用紙も提出しなさい。
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　次の問いに答えなさい。

⑴　次の空らん  　 　 にあてはまる数を答えなさい。

（× ）÷0.25＋ 562
3 ＋0.8 ＝ 1

23

⑵　次の空らん  　 　 にあてはまる数を答えなさい。

＋ ＝5
71.1 ×） ｝｛（ − 3

50.45÷ 1
61

1
4 ）（ −

⑶　10 円と 50 円の硬
こう か

貨が合わせて 26 枚あり、合計金額は 540 円です。50 円
硬貨は何枚ありますか。

⑷　２種類の針金Ａ，Ｂがあり、それぞれ１mあたりの重さは一定で、１mあ
たりの値段も決まっています。針金Ａは６mで 360 g，針金Ｂは４mで 300 g
です。ある長さの針金Ｂがあり、その重さは 10 mの針金Ａと同じで、値段
は 960 円です。１mの針金Ｂの値段は何円ですか。

１
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次のページにも問題があります
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⑸　ある分数に 4 2021 をかけても、12
2
15 をかけても、1

7
45 をかけても０では

ない整数となります。このような分数のうち、もっとも小さい分数を答えな
さい。

⑹　花子さんが家から図書館までの道のりの 23 を歩き、残りの道のりを２倍

の速さで走ると、すべて歩いて行くよりも２分早く着きます。花子さんが家
から図書館まで歩くと、かかる時間は何分ですか。

⑺　下の図のように、ＡＢとＡＣの長さがそれぞれ２cmである直角二等辺三
角形ＡＢＣが㋐の位置にあります。この三角形が直線上を右の方向へすべら
ないように回転し、はじめて㋑のようになるまで進みました。このとき、三
角形が通過した部分の面積は何cm2ですか。ただし、円周率は 3.14 とします。

A

B C

㋐ ㋑
２cm
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次のページにも問題があります



5

２ 　兄と妹は同じ学校に通っており、兄は自転車で、妹は毎分 50 ｍの速さで歩
いて行きます。
　ある日、８時に家を出た兄がお弁当を忘れたので、兄より３分遅

おそ

く家を出た
妹が兄のお弁当を持って行きました。妹は、家を出てから７分 30 秒後に、学
校に着いてすぐに引き返した兄と出会い、お弁当をわたしました。そのため、
兄が学校に戻

もど

った時刻は、お弁当を家まで取りに帰る場合よりも３分早くなり
ました。下のグラフは兄と妹の動きを表したものです。後の問いに答えなさい。

学校

家
８時 ８時３分

兄 妹

 

 

⑴　兄が妹と出会った場所は、家から何ｍのところですか。

⑵　兄の自転車の速さは毎分何ｍですか。

⑶　家から学校までの道のりは何ｍですか。途
とちゅう

中の式や考え方なども書きなさい。
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次のページにも問題があります
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３ 　水そうＸと、１本あたり毎分 10Ｌの水が流れる管Ｙが、いくつもあります。
後の問いに答えなさい。

毎分10Ｌの水

水そうＸ
管Ｙ

⑴　図１のように２つの空
から

の水そうＸと３本の管Ｙを
つなげました。上の水そうＸに２本の管Ｙから水を
注ぎ始めたところ、10 分後に２つの水そうＸが同時
にいっぱいになりました。水そうＸの容積は何Ｌで
すか。ただし、どの管Ｙにも注ぎ始めてすぐに毎分
10Ｌの水が流れるものとします。

　以下では、管Ｙの本数を図に数字で書き入れること
にします。たとえば、図１のつなぎ方は図２のように
表します。

図１

×２

×１

図２
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⑵　図３のように４つの空の水そう
Ｘを用意し、いくつかの管Ｙでつ
なげました。一番上の水そうＸに
水を注ぎ始めたところ、しばらく
して４つの水そうＸは同時にいっ
ぱいになりました。図３の空らん

ア ， イ ， ウ にあては
まる数を答えなさい。ただし、ど
の管Ｙにも注ぎ始めてすぐに毎分
10Ｌの水が流れるものとします。

⑶　３つの空の水そうＸを用意し、それぞれに①，②，③と番号を付けます。
最初の何分かは図４のように管Ｙでつないで水を注ぎ、途

とちゅう

中で図５のように
つなぎ方を変えて何分か水を注いだところ、合計６分ですべての水そうＸが

同時にいっぱいになりました。図４，図５の空らん エ ， オ にあて
はまる数を答えなさい。ただし、つなぎ方を変えるための時間は考えないも
のとし、どの管Ｙにも注ぎ始めてすぐに毎分 10Ｌの水が流れるものとします。

図４

①

② ③

× エ

×２ ×１

図５

①

② ③

× オ

× エ

×１

図３

× ウ

× イ

× ア

×１
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　整数Ａと、それより大きい整数Ｂに対して、ＡからＢまでの整数をすべてか
け合わせることを
　　　（Ａ＊Ｂ）
と表すことにします。たとえば、
　　　（４＊６）＝４×５×６＝120
　　　（５＊８）＝５×６×７×８＝1680
です。次の問いに答えなさい。

⑴　（８＊10）を計算しなさい。

⑵　次の空らん ア ～ エ にあてはまる数を答えなさい。

（３＊６）は（３＊５）の ア 倍、
（２＊５）は（３＊５）の イ 倍であるので、
これらの差　（３＊６）−（２＊５）　は、（３＊５）の ウ 倍である。
したがって、（３＊５）は、　（３＊６）−（２＊５）　の エ 倍である。

⑶　（５＊10）は、（５＊11）−（４＊10）の何倍ですか。

４
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⑷　次の空らん オ ～ ク にあてはまる数を答えなさい。

（20＊30）は、（20＊ オ ）−（19＊30）の 1
12 倍である。

（19＊29）は、（19＊30）−（ カ ＊29）の 1
12 倍である。

したがって、（20＊30）から、（Ａ＊Ｂ）のＡ，Ｂの数を１ずつ減らして

いった（10＊20）までの11個をすべて足した和

（20＊30）＋（19＊29）＋（18＊28）＋……＋（11＊21）＋（10＊20）

は、（20＊ キ ）−（ ク ＊20）の 1
12
倍である。
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　一辺の長さが１cmの正方形をいくつかつなげていろいろな図形を作り、そ
れぞれの正方形に、次のルールにしたがって数字を書きこみます。

ルール
それぞれの正方形には、となりあう別の正方形の個数を数字として書きこむ。

このとき、図形に書きこまれた数字の和を考えます。
　たとえば、正方形を４個並べて図形あや図形いを作ると、それぞれに書きこ
まれる数字は以下のようになります。

　図形あと図形いの４個の正方形に書きこまれた数字の和は、図形あでは６、
図形いでは８となります。次の問いに答えなさい。

⑴　一辺の長さが１cmの正方形 10 個を、横１列に並べて、図形うを作ります。
この図形うに書きこまれた数字の和はいくつですか。

５

2 2 1

1

図形あ

2 2

2 2

図形い

図形う
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⑵　次の空らん ア ， イ にあてはまる数を答えなさい。

　図形うを縦に２個並べて、図形えを作ります。この図形えに書きこま
れた数字の和は、図形うに書きこまれた数字の和の２倍より、 ア
だけ多くなります。
　また、図形うを縦に３個並べて、図形おを作ります。この図形おに書
きこまれる数字の和は、図形うに書きこまれた数字の和の３倍より、
イ だけ多くなります。

⑶　図形うを縦に 10 個並べて、図形かを作ります。
この図形かに書きこまれた数字の和はいくつで
すか。

⑷　図形かを５つ用意し、１つの図形かの各辺に
他の４つの図形かの一辺をぴったりとつなげる
ことで、右の図のような図形きを作ります。こ
の図形きに書きこまれた数字の和はいくつです
か。途

とちゅう

中の式や考え方なども書きなさい。

図形え 図形お

図形か

図形か

図形か 図形か 図形か

図形か

図形き



13

　次に、一辺の長さが 10 cmの立方体の箱をいくつかつなげていろいろな立体
を作り、それぞれの箱に、次のルールにしたがって、数字の書かれた球を入れ
ます。

ルール
それぞれの箱には、となりあう別の箱の個数が書かれた球を入れる。

このとき、箱に入っているすべての球に書かれた数字の和を考えます。
　たとえば、箱を８個使って立体くを作ると、それぞれの箱には３と書かれた
球が入り、その数字の和は 24 です。

立体く

⑸　この箱を 100 個使って、縦 100 cm，横 100 cm，高さ 10 cmの直方体を作り、
これを立体けとします。この立体けのそれぞれの箱に入っているすべての球
に書かれた数字の和はいくつですか。

立体け
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⑹　立体けを上に 10 段積み重ね、立体こを作ります。この立体このそれぞれ
の箱に入っているすべての球に書かれた数字の和はいくつですか。

立体こ

問題は以上です



2019年度　入学試験解答用紙〔算数〕（50分）
第３回　２月４日実施　吉祥女子中学校

⑸ ⑹ 分 ⑺ cm2

⑴ ⑵ ⑶ 枚 ⑷ 円１

２ ⑴ m ⑵ 毎分　　　　　　　　　　　m

⑶　途中の式や考え方など

　答え　　　      　　　　　　　m

⑴ ⑵ ア イ ウ エ

⑶ 倍 ⑷ オ カ キ ク

４

３ ⑴ L ⑵ ア イ ウ

⑶ エ オ

⑴ ⑵ ア イ ⑶

⑷　途中の式や考え方など

　答え

⑸ ⑹

５

受　験　番　号 氏　　　　　名 得　　　点


